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令和 7 年度 事業報告書 
社会福祉法人 豊後大野市社会福祉協議会 

 

第 4 次地域福祉活動計画（令和 4 年度～令和 8 年度）スローガン 

 

 

 

Ⅰ．総 括 

 本会は、介護保険事業の収益に頼ってきたこれまでの経営体質から、「経営改善・経営基盤

の強化」による組織の持続可能性の確保と、孤独化や生活のしづらさなど複合的な問題を抱

える世帯の増加への「生活課題への包括的対応」の 2 つの大きな改革の局面に直面している。   

本年度は、財政の安定化を最優先課題とし、介護保険事業所の集約を進めたが 4,000 万円

を超える大きな赤字となり厳しい結果となった。一方でこれまでの相談支援体制に加え重層

的支援体制整備事業を受託して、住民のニーズにさらに応えられるよう体制の整備を行い、

住民の福祉向上に向けて努力を行った。 

 

Ⅱ．重点施策報告 

 

１．介護保険事業の赤字脱却と健全な法人運営 

利用者の減少と費用の増加により介護保険事業の収益は厳しい結果となっているが、特にデ

イサービスセンターは、利用日の集約を行い赤字の圧縮に努めるなどの対応を行ってきた。年

度末には利用者や地域の理解、行政の許可のもと 1 事業所を休止することとなった。 

 

２. 地域住民参加の包括的な支援体制の推進 

少子高齢化や孤立化といった複雑な地域課題に対し、住民と協働して地域で支え合う仕組み

を構築するため、住民の集まりの場の設置や移動支援構築などについて協議の場を設定し、そ

の仕組みづくりの推進を行った。 

 

３．重層的支援体制整備事業の推進 

令和７年度からの本格実施の受託を受け、高齢・障害・子ども・生活困窮といった分野ごと

の「縦割り」を超え、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制

の構築に努めた。初年度で実績は多く上げられなかった、行政や各機関との関係がより深まり、

課題解決の仕組みができた。  

よりそい
つながろう あなたとわたし
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Ⅲ．具体的事業 

 

１．総務課 

 

【法人運営・財務人事係】 

（１）法人運営 

①理事会・評議員会・監査会 

区 分 具体的内容 

理事会 

【第１回理事会（R7.6.5）】 

第１号議案 令和 6 年度第４次収支補正予算（案）について 

第２号議案 令和６年度事業報告書について 

第３号議案 令和６年度収支決算書について 

～監査報告～ 

第４号議案 事務局規程の一部改正について 

第５号議案 令和７年度第 1 次収支補正予算（案）について 

第６号議案 任期満了に伴う評議員候補者について 

第７号議案 令和 8 年４月採用 職員募集要項（案）について 

第８号議案 令和 7 年度第１回評議員会の招集について 

【第２回理事会（R7.6.24）】 

第１号議案 会長及び副会長、常務理事の選定について 

第 2 号議案 任期満了に伴う評議員選任・解任委員の選任について  

 第３号議案 経営委員会の委員の選出について 

【第 3 回理事会（R7.11.28）】 

第１号議案 令和 7 年度中間事業報告書について 

第２号議案 令和 7 年度中間収支決算書について 5 

～監査報告～ 

第３号議案 令和 7 年度第 2 次収支補正予算（案）について 

第 4 号議案 当面の経営方針について 

第５号議案 令和 7 年度第 2 回評議員会の招集ついて 

【第 4 回理事会（R8.2.24）】 

第１号議案 令和７年度第 3 次収支補正予算（案）について 

 第２号議案 定款の一部改正について 

 第３号議案 事務局規程の一部改正について 

第４号議案 職員就業規則の一部改正について 
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第５号議案 給与支給の特例減額規程の制定について 

第 6 号議案 積立金の取り崩しについて 

第７号議案 令和 8 年度事業計画（案）について 

第８号議案 令和８年度収支予算（案）について 

第９号議案 令和８年度事務局体制について 

第１０号議案 令和７年度第３回評議員会の招集について 

【第 5 回理事会（R8.3.12）】 

第１号議案 第４回理事会の継続審議案件「給与支給の特例減額規

程の制定」の取り下げについて 

第２号議案 第４回理事会で議決した「積立金の取り崩し」の再審

議について 

第３号議案 第４回理事会の継続審議案件「令和８年度収支予算

（案）」の修正について 

第４号議案 会長報酬支給の特例減額規程の制定について 

評議員会 

【第１回評議員会（R7.6.24）】 

第１号議案 令和 6 年度第４次収支補正予算（案）について 

第２号議案 令和 6 年度事業報告書について 

第３号議案 令和 6 年度収支決算書について 

～監査報告～ 

第４号議案 令和 7 年度第 1 次収支補正予算（案）について 

第 5 号議案 任期満了に伴う役員（理事・監事）の選任について 

【第 2 回評議員会（R7.12.15）】 

第 1 号議案 令和 7 年度中間事業報告書について 

第 2 号議案 令和 7 年度中間収支決算書について 

～監査報告～ 

第３号議案 令和 7 年度第 2 次収支補正予算（案）について 

第４号議案 選出母体の役職交代に伴う役員（理事）の選任について 

【第 3 回評議員会（R8.3.17）】 

第１号議案 令和７年度第３次収支補正予算（案）について 

第２号議案 定款の一部改正について 

第 3 号議案 会長報酬支給の特例減額規程（案）の制定について 

第４号議案 積立金の取り崩しについて 

第５号議案 令和８年度事業計画（案）について 

第６号議案 令和８年度収支予算（案）について 
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監査会 

【第１回監査会（R7.5.23）】 

令和 6 年度事業報告について 

令和 6 年度収支決算について 

【第 2 回監査会（R7.11.6）】 

令和 7 年度中間事業報告について 

令和 7 年度中間収支決算について 

評議員選任・ 

解任委員会 

【第 1 回評議員選任・解任委員会（R7.6.12）】 

任期満了による評議員の選任について（17 名の選任） 

経営委員会 

 

【第１回（R7.9.29）】 

経営健全化ロードマップについて ほか 

【第２回（R7.10.27）】 

事務・事業の仕訳けについて 

中間決算状況について ほか 

【第３回（R7.11.17）】 

 事業について 

職員体制について 

収支推計について ほか 

【第４回（R8.2.9）】 

令和８年度事業及び予算（案）について ほか 

【第５回（R8.2.16）】 

指定管理について 

受託事業について 

在宅福祉事業について 

市との協議の場の設置について 

人件費の削減について ほか 

 

②事務局会議 

回 期日 主な内容 

第 1 回 R7.4.3 会議体系について ほか 

第 2 回 R7.5.22 理事会について ほか 

第 3 回 R7.6.27 管理職面談・職員面談について ほか 

第 4 回 R7.7.24 経営について ほか 

第 5 回 R7.8.21 悠々のコミュニティセンター化について ほか 
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第 6 回 R7.9.26 中間事業報告について ほか 

第 7 回 R7.10.23 経営改善について ほか 

第 8 回 R7.11.27 当面の経営方針について（理事会提案内容） ほか 

第 9 回 R7.12.25 職員配置について ほか 

第 10 回 R8.1.22 団体事務局支援について ほか 

第 11 回 R8.2.18 経営委員会について ほか 

第 12 回 R8.3.27 事務引継について ほか 

 

区 分 具体的内容 

地域福祉推進 

連携会議 

・重層関支援体制整備事業を始め各地域福祉事業について、管

理職、・地域福祉担当・在宅福祉担当などによる連携会議を

月 1 回のペース（年間 12 回）で開催した。 

在宅福祉連携会議 

・在宅福祉部門の管理職・事業所の管理者等による連携会議を

月 1 回のペース（年 12 回）で開催した。 

・在宅福祉サービス（特にデイサービス事業）の集約や今後の

在り方など検討し、経営について協議を行った。 

職員研修会 

・厳しい経営状況が続く中、法人の状況と今後の方向性につい

て職員全体会（説明会・意見交換会）を開催した。（8/28 全

職員説明会、9/2 契約職員説明会、9/4 正規職員、2/27 全職

員説明会） 

・研修部会を設置し、内容の検討を行い計画的に実施した。 

①施設の BCP 研修「BCP の策定と訓練について」 

②ズーム研修「ズームの活用について」 

③部署間連携について（ワールドカフェ形式） 

④人権研修「部落差別の解消と権利擁護について」 

⑤目標管理「勤務評定と目標管理について」 

⑥広報研修「キャンバ、インスタについて」 
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③財政基盤の強化 

事業計画名 具体的内容 

補助金・受託金 

補助金 

 運営補助金 

指定管理料 

 農村環境改善センター 

 清川支援ハウス 

 朝地支援ハウス 

 犬飼支援ハウス 

事業受託金 

生活支援体制整備事業 

生活援助サポーター 

いきいき生活応援隊養成 

ボランティア講師派遣 

放課後児童クラブ 

生活福祉資金（県社協） 

あんしんサポ（県社協） 

成年後見支援センター 

生活困窮者支援事業  

元気クラブ事業 

地域包括支援センター 

重層的支援体制整備事業 

住宅改修支援事業 

物価高騰対策県補助金 

スマホ教室事業 

 多世代交流事業 

（収入額） 

55,000,000 円/ 

 

2,000,000 円/ 

7,400,000 円/ 

8,600,000 円/ 

8,084,269 円/ 

 

10,399,000 円/ 

239,000 円/ 

569,000 円/ 

56,400 円/ 

6,658,900 円/ 

6,266,222 円/ 

3,157,277 円/ 

8,493,595 円/ 

10,491,121 円/ 

10,349,540 円/ 

88,379,699 円/ 

15,552,223 円/ 

62,000 円/ 

25,000 円/ 

274,000 円/ 

222,000 円/ 

（予算額） 

55,000,000 円 

 

2,000,000 円 

7,400,000 円 

8,600,000 円 

8,200,000 円 

 

10,228,000 円 

505,000 円 

569,000 円 

96,000 円 

6,893,000 円 

6,566,000 円 

3,298,000 円 

10,779,000 円 

16,068,000 円 

9,865,000 円 

95,402,000 円 

16,311,000 円 

80,000 円 

0 円 

274,000 円 

223,000 円 

会 員 

一般会費 

賛助会費 

法人会費           

4,470,900 円 

263,000 円 

549,000 円 

4,367 件 

143 件 

275 件 

寄附金 
一般寄付             

指定寄付                 

4,835,471 円 

100,210 円 

241 件 

1 件 
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【社協会費】                         （単位：円、件） 

項 目 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 合計 

一般

会費 

金額 1,473,400 319,000 650,000 648,000 505,500 336,000 539,000 4,470,900 

件数 1,366  310  651  648  508  336  548  4,367 

賛助

会費 

金額 92,000 54,000 6,000 6,000 46,000 24,000 35,000 263,000 

件数 46  33  3  3  23  12  23  143  

法人

会費 

金額 284,000 23,000 58,000 30,000 58,000 12,000 84,000 549,000 

件数 142  12  29  15  29  6  42  275  

合計 
金額 1,849,400 396,000 714,000 684,000 609,500 372,000 658,000 5,282,900 

件数 1,554  355  683  666  560  354  613  4,785  

加入率 24.8% 49.7% 39.1% 77.8% 39.9% 57.4% 49.4% 37.2% 

 

（参考：令和 6 年度） 

項 目 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 合計 

一般

会費 

金額 1,548,500 364,000 666,000 675,000 586,000 317,000 533,000 4,689,500 

件数 1,549 364 666 673 586 317 533 4,688 

賛助

会費 

金額 61,000 60,000 70,000 22,000 40,000 23,000 30,000 306,000 

件数 31 33 10 2 1 4 16 97 

法人

会費 

金額 244,000 22,000 24,000 31,000 52,000 6,000 82,000 461,000 

件数 61 9 7 10 21 3 20 131 

合計 
金額 1,853,500 446,000 760,000 728,000 678,000 346,000 645,000 5,456,500 

件数 1,641 406 683 685 608 324 569 4,916 

加入率 24.4% 50.2% 37.2% 78.6% 42.7% 51.8% 48.2% 37.9% 

 

 

④広報事業 

区 分 具体的内容 

広報紙の発行 
「ふれあいネットワーク」の発行 

  全戸配布で 5 回発行した 

ホームページの運営 
自主製作から、業者委託へ変更し、ホームページのリ

ニューアルを行った。 

SNS での発信 
インスタグラムの定期的な投稿を行い、身近な話題の情

報の発信に努めた。 
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⑤その他 

【行機関等による監査等】 

監査名等 内  容 

労働基準監督署立入調査 

（R7.7.28） 

①割増賃金の基礎となる年間勤務時間の誤りについて指

導を受け、差額を再計算し該当者 24 人に 4 月に遡り支

給した。 

②就業規則等の変更届の未提出について指導を受け、職

員労働組合の意見を添えて提出した。 

③職員互助会費の給与からの控除の協定がないことにつ

いて指導を受け、職員労働組合と協定書を交わした。 

④残業や休日勤務の基礎となるタイムカードやパソコン

のログ記録等と残業申請・承認簿の記録に相違がある

ことについて指導を受け、過去 3 カ月に遡り記録の精

査を行い、差額のあった該当者 21 人に差額の支給を

行った。 

⑤労働条件通知書の様式に無期転換等の明示がない指導

を受け、様式の変更を行った。 

⑥処遇改善加算に関する賃金は、基本給と同様に割増賃

金の対象とするよう指導を受け、翌月から給与システ

ムを見直し対応した。 

 

【職員の状況】                           （単位：人） 

区  分 男 女 計 

正規職員 16 14 30 

契約職員 14 99 113 

計 30 113 143 

 

（２）放課後児童クラブ 

区 分 具体的内容 

朝地放課後児童クラブ 開所日数：285 日、登録者数：23 人、利用延数：3,095 人 
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（３）施設管理 

施設名 管理区分 内容・期間等 

三重農村環境改善センター 指定管理 
R5.4 から R8.3 で 

指定管理料 2,000,000 円 

清川高齢者生活福祉セン

ター等 
指定管理 

R8.4 から R10.3 まで 

指定管理料 7,400,000 円 

緒方支部（緒方支所） 無償貸与 毎年更新 

デイサービスセンター悠々 指定管理 
R8.4 から R10.3 まで 

指定管理料 0 円 

朝地憩いの村 指定管理 
R8.4 から R10.3 まで 

指定管理料 生活支援ハウス 8,600,000 円 

大野支部（大野支所） 無償貸与 毎年更新 

千歳支部（千歳支所） 無償貸与 毎年更新 

犬飼高齢者生活福祉セン

ター等 
指定管理 

R8.4 から R10.3 まで 

指定管理料 8,084,269 円 

総合相談センター（市役所） 無償貸与 毎年更新 

 

【在宅福祉係】 

（１）ケアプランセンター                       （単位：件） 

区  分 
ケアプラン作成数 

令和７年度 令和 6 年度 

介  護 3,001 2,709 

予  防 21 236 

総合事業 109 59 

合  計 3,131 3,004 

 

（２）ヘルパーステーション                    （単位：人、回） 

区  分 
実人員 延訪問回数 

令和 7 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 6 年度 

介  護 128 126 9,852 10,403 

総合事業 50 47 2,048 2,091 

障がい者居宅介護 4 7 352 637 

自費サービス 7 7 11 8 

合  計 189 187 12,263 13,139 
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（３）デイサービスセンター                      （単位：人） 

  区  分 
実人員 延利用人員 

令和 7 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 6 年度 

 みつば苑 31 36 1,714 2,264 

地域密着型 悠  々 25 34 1,866 2,079 

通所介護 憩いの村 39 43 2,525 2,497 

 あけぼの 26 23 1,645 2,209 

 計 121 136 7,750 9,049 

 みつば苑 18 16 920 903 

 悠  々 6 11 239 420 

総合事業 憩いの村 15 20 727 912 

 あけぼの 18 13 832 403 

 計 57 60 2,718 2,638 

 みつば苑 49 52 2,634 3,167 

 悠  々 31 45 2,105 2,499 

合  計 憩いの村 54 63 3,252 3,409 

 あけぼの 44 36 2,477 2,612 

 計 178 196 10,468 11,687 

 

（４）生活支援ハウス                        （単位：人、日） 

区  分 
実人員 延入居日数 

令和 7 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 6 年度 

清  川 8 9 2,586 2,850 

朝  地 4 7 1,267 1,814 

犬  飼 4 5 449 1,348 

合  計 16 21 4,302 6,012 

 

 

 

 

 

 



11 

（５）元気クラブ                           （単位：人） 

区  分 
実人員 延利用者数 

令和 7 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 6 年度 

三  重 14 － 314 － 

清  川 
20 

6 
772 

246 

緒  方 19 695 

朝  地 15 14 487 380 

大  野 19 19 695 701 

千  歳 
17 

－ 
486 

－ 

犬  飼 13 509 

合  計 85 71 2,754 2,531 

  



12 

２．地域福祉課 

 

【地域福祉係】 

（１）地域福祉 

  ①各町の取組状況 

町 名 取組内容 

三重町 

・各種団体（民児協、シニアクラブ、ボラ連、地区社協、サロン）

への支援 

・7 地区での福祉ネット会議の開催 

・サロンの「わ」（連絡協議会）を中心にサロンの集いを開催 

清川町 

・三者合同会議（地区社協と合同開催） 

・ふれあい福祉まつり 

・長寿弁当の配布 

緒方町 

・自治会ごとに小地域見守り活動（あんしん訪問）の実施 

・三者合同会議（地区社協と合同開催） 

・おがたサロンの会を中心に地域の集いの場の支援 

・緒方町高齢者大学の運営支援（緒方町公民館との共催） 

朝地町 

・ボランティアグループの安全・安心パトロール隊、区長、福祉委

員、民生委員、防災士による声かけ活動の実施 

・世代を超えた「ふれあいスポーツ大会」の実施 

・「一人ぐらし高齢者への配食サービス」の実施 

・「福祉のつどい」の開催 

大野町 

・「一人ぐらし高齢者こころの花束配布事業」の実施 

・「もしもしお元気ですか活動」交流会・意見交換会の実施 

・「大野町地域支え合い研修会」の開催 

・地域振興協議会との連携 

千歳町 

・地区社協の三者合同会議の情報共有と関係機関の連携調整。 

・小地域見守り活動事業の啓発と継続の支援 

・「これからの千歳町を考える会」への参加支援。 

・地区社協や各種団体と連携し自ら考え自ら行動できる地域づくり

の支援。 
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犬飼町 

・福祉委員説明会及び三者合同会議（自治委員（区長・支部長）・福

祉委員・民生委員）の開催 

・小地域見守り活動の推進（自治会へ） 

・福祉委員へ「ささえ愛ノート（引継ぎ用）」を作成し活動支援 

・元気ハツラツ交流会の開催 

・地区社協、サロン連絡協とサロン交流会の開催 

 

②地区社協支援  

区 分 取組内容 

地区社協の 

運営支援・助成 

・市社協の会費を活用し、運営費及び事業費の助成を行った。 

・事務局として支援をした。 

 

③福祉委員の養成  

区分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

福祉委員数（人） 97 16 43 33 35 17 37 278 

 

④ふれあいサロン事業                     （単位：カ所、人） 

 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

サロン数 38 11 31 18 14 11 13 136 

登録者数 850 117 464 178 167 110 173 2,059 

 

⑤小地域見守り活動事業   

区 分 取組内容 

啓発活動 
・本事業を活用した見守りの取り組みを 5 町（59 地区）で実施。 

・生活支援体制整備事業と連携した推進・普及啓発の実施。 

 

（見守り対象者数）                        （単位：人） 

三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

0 0 169 10 16 51 25 255 
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⑥地域福祉推進大会  

区 分 取組内容 

第 14 回地域福

祉推進大会 
令和 8 年 2 月 21 日（土） エイトピアおおの大ホール 

表彰・講演 

表彰者（団体）25 名 

講演：日本福祉大学副学長  小松理佐子氏  

演題「誰もが自分らしく暮らし続けられる地域をめざして」 

 

⑧地域福祉活動計画の進捗管理  

区 分 取組内容 

地域福祉課内会議 12 回の会議を実施し、事業の進捗や原案の作成等を行った。 

プロジェクト会議 3 つのプロジェクト会議にて、具体的な協議・実践に繋げた。 

内部点検会議 
具体的な推進項目について、評価指標に基づき点検・評価を

行い、次年度の事業計画や会議体に繋げた。 

 

  ⑨福祉教育  

区 分 具体的内容 

福祉講座 

市内の小中学校や放課後チャレンジ教室、市内企業にて、 

車いす体験や高齢者疑似体験などの実践を踏まえた、出前講

座を実施した。 

・犬飼小中学校 4 年生 1 回（参加者 26 人） 

・市内放課後チャレンジ教室 6 回（参加者 152 人） 

・緒方町内サロン・放課後チャレンジ教室交流会 

 １回(参加者４８名) 

・市内企業職員研修(高齢者疑似体験) １回(参加者 10 名) 

 

  ⑩デジタル社会支援  

区 分 具体的内容 

ぶんごる・つながる♪

スマホ教室 

・団体、地域対象 スマホ教室 14 回（参加者 146 人） 

・公民館協同スマホ教室 ８回（7 町）(参加者 101 人) 

・スマサポミーティング 1 回（参加者 18 人） 

・コミタク事業（アプリ登録支援）適宜 

・スマホクラブ 12 回（参加者 180 人） 
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  ⑪団体支援  

区 分 取組内容 

豊後大野市民生児童委員協議会 事務局として運営の支援に携わった。 

シニアクラブ豊後大野連合会 事務局として運営の支援に携わった。 

 

（２）重層的支援体制整備事業 

  ①生活支援体制整備事業 

   ア）第 1 層生活支援コーディネーター  

区  分 具体的内容 

生活支援・介護予防 

サービスのコーディ 

ネート等に関する業務 

ア.サービス提供状況の把握および創出【37 件】 

 きよかわ支え愛の会（2 回） 

 白山地域集いの場（3 回） 

 おがたスマホクラブ（2 回） 

 上緒方サポートセンター・ふれあいカフェ（3 回） 

じもっと OGATA プロジェクト（12 回） 

土師振興協議会（4 回） 

公民館協同スマホ教室等（11 回） 

イ.支援ニーズの把握【22 件】 

 緒方地区民生児童委員協議会（4 回） 

緒方町のこれからを話し合う集い（2 回） 

上緒方振興協議会（3 回） 

千歳ひょうたんカフェ（2 回） 

その他機関・自治会・地域団体（11 回） 

ウ.関係者間のネットワークの構築【168 件】 

地区社会福祉協議会、民生児童委員協議会、シニアクラブ、

地域振興協議会、白山地域の集いの場を考える会、きよか

わ支え愛の会、緒方町のこれからを話し合う集い、これか

らの千歳町を考える会、ここからプラス、緒方中学校、

cocomio、全国移動サービスネットワーク、関愛会、その

他機関・自治会・地域団体等 

日常生活の担い手とな

るボランティア等の 

養成に関する業務 

・豊後大野市スマホサポーター【1 件】 

・おがたスマホクラブ【10 件】 

・いきいき生活応援養成講座【1 件】 

 



16 

生活支援体制整備に 

関わる協議体の参加 

ア．第 1 層協議体【2 件】 

イ．第 2 層①（地区社協・地域団体等）【23 件】 

（清川 3 回、緒方 5 回、朝地 1 回、千歳 13 回、犬飼 1 回） 

ウ．第 3 層（地域振興協議会・地区事業等）【9 件】 

（三重 1 回、清川 2 回、緒方 5 回、大野 1 回） 

エ．第 4 層（自治会・区関係団体等）【0 回】 

その他 

ア. 行政及び関係職員間の各種会議等【190 件】 

 生活支援体制整備事業事務局会議、各町地域包括ケア推進

会議、地域ケア会議・C 型ケア会議、地域福祉連携会議（SC

連絡会）、その他関連会議等 

イ．研修等【13 回】 

 

   イ）第 2 層生活支援コーディネーター 

区  分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 

第 2層協議体の設置と運営（回） 0 3 2 6 1 5 1 

地域課題の把握（件） 0 4 12 1 1 18 0 

資源開発やネットワーク構築

の推進（回） 

9 20 23 6 15 37 4 

その他（回） 21 16 22 13 11 15 4 

 

  ②参加支援事業 

区 分 取組内容 

既存の集いの場・ 

通いの場の調査 

支援者が地域資源の情報を適切に活用できるよう、市内に存

在する通いの場・集いの場を網羅的に把握することを目的と

して、市庁内関係課や区長・民生委員・福祉委員が参加した

合同会議で得た情報を基に、地域資源を把握した。 

社会とのつながり 

づくり 

参加支援の一環として、地域活動やボランティア活動への参

加促進及び段階的な社会参加の機会創出を目的として、スマ

ホ教室を実施。参加者がスマホサポーターとして活躍するこ

とで、社会との関わりに自信を取り戻すきっかけとなってい

る。再就職につながった事例あり。 

研修への参加 
担当職員の専門性向上及び他地域との情報共有を目的とし

て、関係する研修（計 8 回）に積極的に参加した。 
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  ③アウトリーチ支援事業 

区 分 取組内容 

支援フローの整備 

支援の仕組みづくりに注力した。具体的には、相談受付か

ら介入・終結に至る支援フローを社協内で協議・整備し

た。 

関係機関との連携構築 

市保健師からつないでもらうひきこもりケースの案及びア

ウトリーチ担当の支援フロー図を社協内・社会福祉課との協

議を経て整理し、連携の枠組みを形成した。 

ひきこもり実態調査の

実施 

令和 7 年 10 月～11 月にかけて、民生委員・児童委員（151

名対象、回収率 87%）を対象とした「ひきこもり実態調査ア

ンケート」を実施し、集計・分析を行った。 

研修への参加 
担当職員の専門性向上及び他地域との情報共有を目的とし

て、関係する研修（計 7 回）に積極的に参加した。 

 

  ④多機関協働事業 

区 分 取組内容 

複合課題事例への 

支援会議の実施 

高齢・障害・生活困窮・ひきこもり・児童虐待など複数の課

題が絡み合う複合的な事例について、関係機関が一堂に会す

る支援会議（ケース会議）を開催した。 

関係機関との定期会議 

打ち合わせ 

市関係部署や関係機関との間で、定期的な会議や打ち合わせ

を実施し、事業の進捗共有・課題検討・連携調整を行った。

重層的支援体制の各担当者が一体的に機能できるよう、情報

連携と体制整備を継続的に行った。 

研修への参加 

担当職員の専門性向上及び他地域との情報共有を目的とし

て、関係する研修・カンファレンス（計 9 回）に積極的に参

加した。大分大学ケースカンファレンスでは豊後大野市の事

例を提供し、外部の専門家のアドバイスを受けた。 

啓発事業 

重層的支援体制整備事業の周知・啓発を目的として、チラシ

を作成し、関係機関や民生委員・児童委員に対して配布を行

い、本事業の理解促進と連携強化を図った。 
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（３）ボランティア市民活動センター 

①ボランティアセンター事業  

区 分 取組内容 

ボランティア保険加入促進 

加入者合計：1,055 人 

三重：478 人 清川：68 人 緒方：78 人 

朝地：151 人 大野：68 人 千歳：100 人 

犬飼：112 人 

夏のボランティア体験月間 ・参加者数：12 人、受入施設：6 施設 

市ボランティア連絡協議会運営支援 
・理事会の開催（3/10）、・監査会の開催（5/20） 

・総会の開催（5/28） 

 

  ②災害ボランティアセンター事業  

区 分 取組内容 

災害ボランティアセンター 

ネットワーク連絡会 
未実施 

研修会の参加 

・県社協が実施する災害ボランティアセンター運

営スタッフ研修会、運営リーダー研修会、市防

災会議に参加。 

 

③いきいき生活応援隊員・生活援助サポーター事業  

養成事業  

区 分 取組内容 

いきいき生活応援隊員養成講座 

・8/26～10/7 までの 7 日間（20.5 時間）で実施。 

修了者 12 名。 

・フォローアップ研修 令和 8 年 1 月 27 日（火） 

参加者 3 名。  

 

派遣事業  

区 分 取組内容 

生活援助サポーター事業 

・65 歳以上の事業対象者、要支援 1、2 の方を対

象に、いきいき生活応援隊員による生活援助

サービスを週 1 回程度実施。 

・利用者 4 名、サポーター2 名（R8 年 3 月現在） 

・支援回数 218 回（R7 年 4 月～R8 年 3 月） 
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④ささえあいパートナー事業（有償ボランティア事業）  

会員同士の相互援助活動として実施。 

区分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

利用者数(人) 14 0 2 0 2 0 0 18 

利用回数(回) 208 0 19 0 12 0 0 239 

 

  ⑤フードバンク・フードドライブ事業  

区 分 取組内容 

フードドライブ 

・くらし支援や包括と連携し、困窮者等へ支援を

行った。 

・フードドライブで集まった物品を、子ども食堂

で役立ててもらった。 

 

【権利擁護事業】  

（１）成年後見制度利用促進事業 

区分（件） 令和 7 年度 令和 6 年度 

広報・啓発活動 

出前講座(本城苑家族会、

豊肥地域医療連携相談員

連絡会、牧口サロン、コ

ミュニティケアセンター、

認知症家族会)、啓発セミ

ナー(市民向け、障害福祉

事業所向け)、セミナー参

加依頼、ホームページ用資

料作成 

講話(民協、介護支援専門

員協会研修)、寸劇(チャリ

ティーショー)、啓発セミ

ナー(市民向け、介護支援

専門員向け)、町内の金融

機関にパンフレット配布 

相談業務 45 件 57 件 

利用促進業務 42 件 24 件 

後見人等支援業務 0 件 1 件 

体制整備業務 26 件 27 件 

その他（事務等） 416 件 458 件 
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  相談件数内訳 

区分（件） 実件数 延件数 新規 

後見制度利用支援 59 件 99 件 27 件 

任意後見関係 5 件 5 件 3 件 

後見人支援 0 件 0 件 0 件 

その他 51 件 110 件 6 件 

 

（２）法人後見 

区 分 取組内容 

法人後見受託 14 件受託(新規 3 件)。内 2 名他界。現在 12 件支援。 

担い手の確保 支援員：新規 3 名確保 

 

（３）日常生活自立支援事業  

区分 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

契約者数（人） 22 6 6 4 6 1 6 51 

利用回数（回） 361 76 83 38 78 6 96 738 

 

（４）生活福祉資金貸付事業  

区 分（件） 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

取扱件数（新規） 23 1 1 4 5 1 1 36 

総合支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 

臨時特例つなぎ資金 0 0 0 0 0 0 0 0 

福祉資金福祉費 2 1 0  4 0 0 7 

緊急小口資金 16 0 1 3 1 0 1 22 

教育支援資金 5 0 0 1 0 1 0 7 

不動産担保型生活資金 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

  【小口資金貸付事業の状況】 

区 分（件） 三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼 計 

取扱件数（新規） 10 0 0 0 2 0 4 16 
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３．総合相談センター 

 

【地域包括支援センター】 

地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、そ

の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援した。また高齢者等が住み慣れた地域で

安心して過ごすことができるように、地域の関係者と連携して、包括的および継続的な支

援を行う地域包括ケアを推進した。 

特に①市民への事業の周知、②医療、福祉、生活のあらゆる部署との連携、③チームアプ

ローチの推進を重点として進めた。 

 

事業計画名 具体的内容 延件数等 

総合相談支援 

事業 

地域の高齢者の身近な相談窓口として事業を行った。 

相談窓口は本庁と各支所内に専任の相談員を配置した。 

・初期段階及び継続的・専門的な相談支援対応 

・オレンジカフェ（認知症家族会）の開催 

・民協定例会や通いの場での情報発信・情報収集 

・ブランチ会議（事例検討等） 

・研修会実施・参加 

 

 

11,794 件 

85 件 

230 件 

12 回 

4 回 

権利擁護事業 

権利侵害を受けているまたは受ける可能性が高い高齢

者、制度の狭間で困難な状況にある高齢者の支援を行っ

た。 

・成年後見制度の活用促進（普及啓発・センター連携） 

・老人福祉施設等への措置の支援（入所相談等） 

・高齢者虐待への対応（事実確認・緊急性判断） 

・困難事例への対応（ケース会議等） 

・消費者被害の防止（関係機関連携・啓発） 

 

 

 

415 件 

276 件 

176 件 

89 件 

67 件 

包括的・継続的 

ケアマネジメント 

事業 

個々の高齢者や状況の変化に応じた支援を介護支援専門

員が実践できるようサポートした。 

・包括的・継続的なケア体制の構築（施設訪問等） 

・居宅支援事業者連絡会（情報交換会・研修会） 

・日常的個別指導・相談（ケアプラン作成指導等） 

・支援困難事例等への指導・助言（ケース会議等） 

・地域住民に対する出前講座の実施 

 

 

 

164 件 

5 回 

424 件 

33 件 

2 件 
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地域ケア会議 

推進事業 

医療・介護等の専門職、地域の多様な関係者が協働し高

齢者の生活を地域全体で支援するため、個別課題の解決

から政策形成に結び付ける支援を行った。 

・地域ケア会議の実施 

・居宅支援事業者連絡会（ケアマネジメント向上会議） 

・地域課題検討（市と協働） 

 

 

 

35 回（175 件） 

2 回 

4 回 

在宅医療・介護 

連携推進事業 

医療機関や介護事業所からの医療介護にかかる相談に対

応し、受診同行、退院カンファレンスにて支援を行った。 

関係者と顔の見える関係づくりに努めた。 

・医療介護連携会議への参加 

・医療介護連携研修会への参加 

・関係機関との連携状況（入退院・日常療養・看取り） 

・病院訪問（カンファレンス・受診同行） 

 

 

 

6 回 

2 回 

565 件 

38 件 

生活支援 

体制整備事業 

市が目指す高齢者の「健康維持・増進」と「支え合いのし

くみづくり」を進めるため積極的に地域に出向き住民と

学習会や対話を行った。 

・生活支援コーディネーターとの連携（協議・視察等） 

・協議体設置と運営への協力（事務局会議等） 

（地区社協・連携会議等） 

 

 

 

16 回 

23 回 

108 件 

認知症総合 

支援事業 

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住

み慣れた地域で暮らし続けるため、個別支援及び地域の

認知症支援の体制整備を行った。 

認知症初期集中支援推進事業 

・認知症初期集中支援チーム対応ケース 

・チーム員会議検討 

・関係機関連携状況（家族・医療機関・居宅等） 

・認知症初期集中支援普及啓発 

認知症地域支援推進業務 

・普及啓発・本人発信支援（サポ養成・本人ミーティング） 

・予防（カフェ支援・個別相談等） 

・医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

（チーム・ケアパス普及・医療連携・家族会支援） 

・認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支

援・社会参加支援（SOS・GPS・若年性カフェ支援） 

・その他連絡会、プロジェクト会議 

 

 

 

 

16 件 

46 件 

111 件 

13 件 

 

43 回 

84 回 

20 回 

 

65 回 

 

20 回 
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介護予防ケア 

マネジメント 

事業 

事業対象者または要支援者に対し、介護予防及び生活支

援を目的としたサービスが包括的かつ効率的に提供され

るよう支援した。ICT 活用やケア会議にてアセスメント

力の向上を目指した。 

・介護予防支援 包括分 

委託分 

・介護予防ケアマネジメント A 包括分 

委託分 

・介護予防ケアマネジメント B 包括分 

 短期集中予防サービス新規利用者数 

通所利用延べ 

訪問利用延べ 

・非該当者の把握 

・その他研修・普及啓発・ケア会議参加 

 

 

 

 

1,840 件 

1,781 件 

777 件 

467 件 

1,115 件 

99 件 

399 件 

17 件 

14 件 

60 件 

その他事業 その他会議への参加（高齢者福祉・社会福祉・保健所等） 29 件 
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【くらし支援センター】 

（１）生活困窮者自立相談支援事業 

経済的理由をはじめ様々な課題を抱える相談者に対して、伴走型の支援を心掛け直接 

支援するとともに、必要に応じて担当機関へつなぎ連携して課題の解決にあたった。 

また各地区の民生児童委員定例会に出席し、事業の周知と協力を依頼し、地域に潜在

している困窮者の情報交換や情報共有を行った。 

 

  【相談受付実績】 

相談者数 

（実数） 
497 人 

新規相談者数 

（実数） 
92 人 

相談内容 

（延べ件

数） 

経済的困窮に関すること        1,612 人 

保健に関すること             414 人 

仕事に関すること              322 人 

すまいに関すること              89 人 

家族関係に関すること           400 人 

その他                   90 人 

プラン作成件数 

（17 件） 

うち、支援終了 

  （6 件） 

 

合 計              2,927 人   

 

（２）被保護者就労支援事業 

65歳未満の生活保護受給者のうち、就労が可能と判断される者に対して支援を行った。 

担当ケースワーカーと密に連携を図り、定期的に自宅訪問を実施。最新の求人情報を随

時提供、ハローワークへ同行するなどして求職活動を支援した。 

令和 7 年度は 3 名の対象者に支援を行い、1 名の方が就労につながった。 

 



 


